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Ｆ ワーク② ──アピール練習帳

Ｆ－１   ね ら い
　▶�自分をアピールする際，抽象的な表現を使ったアピー

ルだけでは自分のよさを相手に伝えることにはならな
いことを理解する。

　▶�アピールの内容に具体的なエピソードを付け加えるこ
とによって，説得力のある自己アピールになることを
理解する。

　▶�エピソードを加えた短いアピール文を作成することで，
自己アピールのコツをつかむ。

Ｆ－２   使用するもの
　▶アドバイスシート……本人のもの
　▶�ワークシート……受検者は，アドバイスシートに記載

の二次元コードまたは URL からアクセス可能。教師
または学校は，生徒理解（学生理解）シートに記載
の二次元コードまたは URL からアクセスするか，弊
社のサイト「教材 NAVI」にある GET のページから
ダウンロード可能。

Ｆ－３   展開に必要な時間
　約 40 分を目安としている。

Ｆ－４   ワークの形式
　このワークは，基本的には 1 人で行うことを想定して
いる。ただし，手順⑦では，自分が書いたアピール文を自
己評価するのではなく，まわりの人に評価してもらっても
よい，としており，この場合，評価する人は相手のワーク
シートを読んで評価することになるので，相手が書いたこ
とを肯定的にとらえるようにあらかじめ注意しておく。

Ｆ－５   評価のポイント
　ここでは，社会的・職業的に自立するために必要な基
盤となる能力である「基礎的・汎用的能力」の観点別
に評価のポイントを示す（基礎的・汎用的能力の詳細は
Web などで確認してほしい）。
◆人間関係形成・社会形成能力◆
　相手を尊重しながら互いにアピール文の評価を行うこ
とができたか（手順⑦で相手のアピール文を評価する場
合）。
◆自己理解・自己管理能力◆
　エピソードを含めながら，自分のアピールポイントを的
確にまとめ，説得力のあるアピール文を作成することがで
きたか。
◆課題対応能力◆
　手順に従って，わかりやすいアピール文をまとめること
ができたか。

◆キャリアプランニング能力◆
　将来の就職・進学場面を想定しながらアピール文をま
とめることができたか。

Ｆ－６   展　　開
◆導　入◆（目安時間：5 分）
　説得力のある自己アピールの重要性を説明する。以下
のような点にふれるとよいだろう。
　▶�自分によい面がたくさんあっても，相手にしっかり伝

わらなければ意味がなくなってしまうため，説得力の
ある自己アピールが必要である。

　▶�抽象的な表現だけでは相手に伝わりにくい。たとえ
ば，「私は明るい性格の持ち主です」と伝えたとして
も，どれくらい明るいのか，どんな場面で明るいのか
などがあいまいで，説得力がない。

　▶�自分では伝わったと思っていても，相手からみたら何
も伝わっていないということがあるので，相手がどの
ように思うのかを意識する必要がある。

◆ワーク◆（目安時間：30 分）
　手順②では，GET の結果からアピールしたいポイント
を選ばせる。アピールしやすいようなポジティブな面を選
択させるとよいだろう。
　手順③では，手順②で選んだ性格が特に表れているよ
うな具体的な事実についてまとめる。いくつか自由に書か
せて，その中から適切なものを選ばせるようにしてもよい
だろう。
　手順④では，手順③でまとめた具体的な事実を行うよ
うになったきっかけ・動機などをまとめる。「なぜ」とい
う観点から考えさせていくとよいだろう。
　手順⑤では，手順③でまとめた具体的な事実を説明す
るようなエピソードをまとめる。その事実を裏づけるよう
な，あるいは補強するようなエピソードとして考えさせて
いくとよいだろう。
　手順⑥では，手順③・④・⑤でまとめたものを 200 字
程度で文章にする。
　手順⑦では，4 つのポイントから自分が書いた文章を評
価する。まわりの人に評価してもらう場合，「もう少しが
んばりましょう」があれば，どのようにすればよくなるか
についてお互いに話し合いをするとよいだろう。
◆まとめ◆（目安時間：5 分）
　自己アピールをまとめる際に，抽象的にアピールするの
ではなく，エピソードを加えて具体的にアピールすること
の大切さをあらためて説明する。
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